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名古屋大学

ア リアンス ・フランセーズ は、フ ランス の文 化 と言語 の海 外普及 を

目指 して19世 紀末 に創 立 され、現 在世界133ヵ 国 に展開 してい るフ ラ

ンス の文化 戦略 の中枢 をなす機 関であ る。オ リヴィエ ・ジ ャメ氏 は天

理 大学 とともに、ア リア ンス ・フラ ンセーズ大 阪校 で も長 年教鞭 を取

ってお られ、 ご専門で あ る 日本文学 の論文や訳 書の他 、言語教育 に 関

す る論 文 も多数 執 筆 され てい る玉。書 き言葉 と しての フラ ンス語 の特

徴 や 、語 学 と文化 理解 のた めのイ メー ジ(表 象)の 活 用法、論文 の評

価 基準 か ら読解 法、現代 コ ミュケー シ ョン論 まで実 に様 々 な切 り口か

らフラ ンス語教 育 を分析 され てい る。そ のジ ャメ氏 が、 なぜ特 に 「語

彙」 をテーマ と して選 択 され たのか 、 コメン トではその理 由につ いて

考 えてみたい。 言語習 得 におけ る語彙 の重要性 は 自明で あるが、 フ ラ

ンス語 におい て母国 フ ランスでの国語教 育の事情 と歴史的背景 を知 る

こ とが有益 で ある。 そ こか らフ ランス語 の コ ミュニ ケー シ ョンにお け

る語彙 の個別 的な事情 と普遍 的要素が見えて くる。

日本 では 「国語」 と呼ばれ る母 国語 教育 は、 フランスでは 「フ ラン

ス語(1alangue仕angaise)」 の名称で、ひ とつ の 「言語」 と して教 え

られて いる。 文 学鑑 賞や説 明文 の読 み取 りが 主 にな る 日本 の国語 とは

異 な り、フ ランス語 は通 常 「文法 」 ・ 「動詞 の活用 」 ・ 「綴 り字 」 ・

「語彙 」 ・ 「読 み(読 解)」 ・ 「文章表現(作 文)」 ・ 「詩」 ・ 「演

劇 」 の8項 目に分かれ 、評価 もこれ らの項 目ご とに行 われ る。 「言葉

はすべ ての教科 ・学 問の基礎 であ る」 との教 育理念 か ら、 フラ ンス語

は初 等 教育 で は算 数 と並 ん で2大 重 点教 科 と され てお り、特 に 「文

1ジ ャ メ氏 の 外 国語 と して の フ ラ ン ス語 教 育 の 論 文 は、Jamet,OlivieL2004.

「現 代 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 論 とそ の 外 国 語 教 育 へ の 適 用 」 『外 国 語 教 育 』 第

30号,天 理 大 学 語 学 教 育 セ ン ター を始 め と して 、 同 ジ ャー ナル に10本 あ ま りの

論 文 が 掲 載 され て い る(第16,17,21-23,25,26-28号)。
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法」 ・ 「動詞 の活 用」 ・ 「綴 り字」 ・ 「語彙 」 な ど書 くた めの基本 項

目は、最 も集 中力が 高ま る午前 中に行 うよ うフ ランス国民教育省 に よ

って指導 され 、実行 され てい る。午前 の クラスで は子 どもた ちが一斉

に動詞 の活 用を繰 り返 す声や 、教 師が独特 の 口調 で書 き取 りの文章 を

読 む声 が どの学級 か らも聞 こえ、フ ランスの学校教 育 を象徴す る風景

で ある。 日本の国語 で はこ とさら文法 か ら学ぶ ことは ない が、 フラン

スで は長 い間 ラテ ン語 を通 して学問が学 ばれた ため、書 き言 葉 として

の フランス語 はあたか も外 国語 を学ぶ よ うに教 え られた歴 史的経緯 が

ある。 そ して 中世 以来 、 「文法」 は 「修 辞学」 、 「論理学 」 とともに

三科 と呼ばれ、学問 の中心科 目だった2。 知識や分析 の 「枠組み 」 とし

て の言語 の可能性 は 、 「素材」で ある知識そ の ものよ り重 要で あ ると

い う考 えは、21世 紀 のフ ランス の教 師達か らも繰 り返 し聞かれ 、揺 る

ぎない教育 の基本原理 となってい る。

さて、 「語彙 」 が独 立 した科 目として教 え られ てい る背景 には、 フ

ラ ンス語 では、 こ とばを3つ の言語様 態(registre、 英語で言 うレジス

ター)に 区別 して い る こ とが挙 げ られ る。 同 じ意味 を伝 える に も、

「くだけた話 し言葉(languefamili合re)」 、 「日常語(languecourante)」 、

「洗練 された書き言葉(languesoign6e-soutenue)」 の3つ の レベル で異

な る表現法があるこ とを初等教育か ら意識的 に教 える。学校 で習 うのは

主 に3つ 目の 「洗練 され た書 き言葉」 だが、 それ は書 き言葉 が 日常語

と乖離 してい るた め、特 に習 う必要 があ るか らで ある。書 き言葉 は、

文法 ・表 現 法 な どで も他 の レベル の言語 様 態 と大 き な違 い を見せ る

が、語 彙 においてその違いは顕著に現れ る。

日本 では明治時代 の 「言 文一致運動 」で漢籍 の素養や伝 統的修辞 法

が教育 の場 か ら失 われ て しま った が、 フランスは革命後 もラテ ン語 の

伝統 に直結す る 「書 き言 葉」 を残 した。 フラ ンス革命 では、 旧体制 を

象徴す る貴族趣 味や イエズス会 に代表 され る教会 の権威 的教 育を嫌 っ

て、 「誰 にもわか りやす い」 「透 明な」言語 使用 が 目指 され たが、言

語 を3つ の様態(レ ジス ター)に 区分す る ことによ り、伝統 的書 き方

は意 図的 に残 され たので ある3。伝統的 な書 き方 の保持 は、伝 統的教育

2中 世 か らフ ラ ン ス 革命 後 ま で の学 問 と教 育 の変 遷 に つ い て は 、エ ー ミル ・

デ ュル ケ ム 『フ ラ ンス 教 育 思 想 史 』(小 関藤 一 郎 訳 行 路 社 、1992年 。 原 典 は

Dur㎞eim,Emile,1999(1938),五 ゼvo1纏oηP6ぬgog'g〃 εεηF厂砌c8,Paris:PressesUni-

versitairesdeFrance)で 詳 細 な歴 史 分析 が行 わ れ て い る。

3フ ラ ン ス革 命 後 も伝 統 的 修 辞 法 と教 育 法 が 持 続 した歴 史 的 背 景 に つ い て
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法の持続 も意味した。19世 紀末から多 くの国で受け入れ られている 「

子 ども中心の新教育法」一子ども独 自の表現法が重視 されている一は

フランスでは定着せず、文法を中心とする形式 を重視 した伝統的言語

教育が現在でも行われている4。この流れの中で、ラテン語の伝統に繋

がる語彙とその学習法もフランス革命 を超えて生き残ったのである。

日本の母国語学習と比較 して興味深いのは、言葉をいかに体験する

かが 目本 とフランスで逆転が見 られ ることである。 日本では新教育法

の流れから、子 どもが 「体験」を通 して言葉を学び創造するとい う手

順 を踏むのに対 して、フランスではまず 「言葉」を学び、それがどの

ような実体に結び付くのか体験を通 して確認す る。例えば四季の詩を

作る授業では、 日本では野外観察に出かけ自然 に触れ楽 しんでからそ

の体験を回想 して言葉で表現するのに対 して、フランスでは著名な 「

秋の詩」 を読み、詩の形式と文学的な語彙表現 を習った後、皆で公園

に出かけ教師が色づいた葉 を見せなが ら 「これがその(習 った)色

よ」 と言葉を体験 にす り合わせていく。 日本では生き生きとした感動

体験がなければ詩や作文は書けないと考えるのに対 して、フランスで

は著名な詩や物語 を読んで創造の規範を学び、表現法をまず習得する

のである。創造性は言語学習の基礎が しっかりと出来た一握 りの人間

が応用 として高等教育で出来れば良い と考えられ、フランスでは子 ど

もの創造力発揮は学校教育の中で期待 されていない5。

さて、 「語彙」の科 目では単に多くの言葉を習 うだけではなく、言

葉のニュアンスや深さ、情感の違いを習 う。そ こで強調 されるのは、

言葉の使われる場面ごとにいかに 「的確に、厳密に」言葉が選ばれる

かである。 ジャメ氏の講演でもワインの例が挙 げられているが、例え

は 、Guine)もMartinM.,2004,艶 αc伽g'加C〃1'(ゾ 甜 θ尸o艀ε1η'舵 み εη酌7㍑ 君4Rε一

ρ〃ろ1∫o,NY:PalgraveMacmillanカ ミ詳 細 な分 析 を行 って い る。

4な ぜ 新 教 育 が フ ラ ン ス で根 付 か な い の か にっ い て は、 拙 論 「日 ・米 ・仏 の

国語 教 育 を読 み 解 く 一読 み 書 き の 歴 史 社 会 学 的 考 察 」 『日本 研 究 』 第35巻 、

2007年 、573-619頁 に詳 し く記 した。

5創 造 性 発 揮 の 方 向付 け とそ の教 育法 は 国 に よ って 違 い が見 られ 、 フ ラ ン ス

で は 意 外 な言 葉 の組 合 せ か ら新 しい 意 味 付 けや 驚 き、 楽 しみ を体 験 させ る の に

対 して 、 ア メ リカ で は 計 算 され た 異 な る様 式 の選 択 や 組 合 せ に よっ て創 造 性 を

発 揮 させ る。 日本 で は 学 校 行 事 な ど の共 通 の体 験 の感 想 を い か に 生 き生 き と表

現 す る か に 関 心 が 向 く。 日米 の 作 文 教 育 と創 造 力 の発 揮 は 、 拙 著 『納 得 の構

造 一初 等 教 育 に 見 る 思 考 表 現 の ス タ イ ル 』 東 洋 館 出版 社2004年 に詳 し く記 し

た。
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ば辞 書で反対語 を調べ る小学校 の課題 で は、スー ツケース の 「重い」

に対 しては 「軽い(Unevalisel6gごreの 反 対語はlourde)」 、それ に対

して、薄手 の衣服 には、 「厚いまた は暖かい(Unvetementl6gerの 反対

語は6paisetchaud)」 、軽 い食事な らば、 「重い/脂 っこい(Unrepas

l6gerの 反対語 は、gros)」 、 これ が コー ヒー にな る と、薄 い、濃 い(

Unca艶16gerの 反対語 はfbrt)、 そ して性格 にな ると、軽 卒 と責任感 の

強い(Untemp6ramentl6gerの 反対 はresponsables6rieux)と な る。教 室で

は子 どもに辞書 を引かせ 、大 きな声 でまず言葉 の定義 を読 ませ 、発 音

の間違 った ところは直す。 動詞 な ら反 対の動詞 を、副詞 な ら副詞 を と

い うよ うに文法 的に も対称 になるよ う児 童 に注意 を促 しなが ら授 業が

行 われ る。教 師に よれ ば、漠然 とテ レビを見た り聞いた りしただ けで

は言葉 の明確 な意味 は定着 しないので、 まず 言葉 を定義 し、文 法上 の

分類 を確認 し、反対語 を見つ け、そ して正確 に綴 らせ 、最後 に丁寧 に

発 音 させ る とい う練 習問題 を繰 り返 し行 なってい るとい う。確 か に、

フ ランス語 の授 業 に限 らず 、 どの教 科で もまず言葉 の定義 を行 ってか

ら教科 の内容 に入 る とい う手順 が踏 まれ てお り、辞 書 を引 くこ とはす

べての教科 の基本 になっている。

テキ ス トの 「ジ ャ ンル(様 式)の 違 い」 も語 彙 を通 して意識 的 に

学 ばれ る。例 えば初 等 教育 の最 終学 年 で は 「料 理 」 「天 気 予報 」 な

どに固有 の語彙 が教 え られ てい るが、 あ る学級 で は 「料 理 」 の ジ ャ

ンルでは実 に135も の動詞が紹介 され ていた。Ep6piner(果 物の種 を取

る)、caram61iser(砂 糖 をカラメル状 にす る)、braiser(蒸 し煮 にす る)、

saupoudrer(塩 を振 りかけ る)な どの動詞 を習い、 それ か ら27の 表現法

を習 う。 これ らを使 えば、専 門家 の よ うに書 いた り話 した り出来 るよ

うになるほ どで ある。

この よ うなフラ ンスの状況 とは対 照的 に、漢字 の碩学 白川静 は、文

字 制 限 のた め に細 や か な情感 が伝 え られ な い 日本 の現状 を憂 い て い

る。例 えば 「お も う」 とい う言葉 を読む漢 字 は、 現在 は 「思 う」 しか

ないが、 これは 「千'々に思 い乱れ る」 を表 す。 万葉の時代 には、故人

を 厂懐 い」 、遠 く離 れ た人 を 「想 い 」、 子 の行 く末 を 「念 え た」 の

に、現在 は 「思 う」 こ としか出来 ない とす れ ば、情感 の色合 い は平板

な もの にな らざるを えない6。 日本 や 中国 、ア メ リカに見 られ るよ う

に、近代 化 とともに文字 の簡 素化や伝 統的修辞 法 の喪失 が進 んだが、

語彙 もまた ます ます 「経 済的 に」 、つ ま り 「短 く簡素 に」 な る傾 向が

6白 川 静 『回想 九十 年 』 平 凡社 、2000年 、376頁 。
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ある。実 際に使 うか使 わ ないかは問 わず、短 い レシ ピを書 く初等教 育

の授業 の初 め に と りあ えず は百以上 の動詞 を習 うフランスか ら学ぶ こ

とは多い。 常 に社会情 勢 に合 わせ て書 き方 を革新 して ゆ くアメ リカ と

伝 統 を保持す るフラ ンス。 フランス の伝 統保持 には、言葉 の レベル を

分 け、社会状 況 の中か ら新た に生まれ てきた言葉 と伝 統 的言葉 の併 存

を可能 にす る言語様態 の区分 とい う仕掛 けが一助 を担 ってい る。

規範 を重視す る伝統 的教授法 の保 持 がいか に コミュニ ケーシ ョンに

影 響 を与 え るかは非 常 に興 味深 い こ とが らで あ る7。 それ は語彙 の範

囲を超 えて 、例 えばい か に論文 を書 くか とい うこ とに も関係す る。 ア

メ リカで は大学 の大衆化 に伴 って、誰 で も簡便 に論 文が書 ける よ うに

と、アメ リカ式 エ ッセ イが1960年 代 に大学 の教師 らに よって開発 され

た。 主張 とそれ を裏付 け る3つ の証 拠 、そ して結論 として最初 の主 張

をよ り普遍的 な言い方 で繰 り返す とい う3つ の部分 か ら成 る構成 に簡

素化 され た。 ここで抜 け落 ちた の は、弁 証 法 の定立(th合se)→ 反 立

(antith合se)→統合(synth合se)の うちの、反立の部分で ある。反立が抜 け

た こ とに よ り必 然的 に統合 の部分 も抜 け落 ち、ア メ リカのエ ッセイ は

自己の主張のみ を述べ る直線 的な構成 となったが、 フラ ンス は この弁

証法 を固持 してい る。 この論 文構造 に従 うと、 ある意見 を述べ る と反

射 的 にその反 対 意見 を想起 させ る訓練 ともなる。 これ は、 なぜ ア メ リ

カ式 のコ ミュ ニケー シ ョンが効率的 なのか 、それ と比べ て フランス人

の議 論 は複雑 なのか とい う素朴な文化 的疑 問に答 える手 がか りを も提

供 して くれ るので ある。

7現 在 で も 中等 教 育 の 仕 上 げ で あ るバ カ ロ レア(大 学入 学 資 格 試 験)の 中 心

と な る 論 文 作 成 法(dissertation)は 弁 証 法 が 中 心 で あ り、 外 国人 用 フ ラ ン ス 語 検

定試 験(DELF∠DALF)で 主 に訓 練 され るの も、弁 証 法(synth合se)で あ る。


